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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトでは，情報検索におけるユーザの検索意図やコンテキスト，プロファイ
ルといった情報を，視線の動きによって推定したり，興味を持てるような観点語を質問応答サービスから取得して提示
する手法などを実現した．また，本手法によって，検索結果をダイナミックに再ランキング，再サーチする手法を実現
し，ユーザの情報検索行動を手助けする手法を実現した．さらに，マルチメディアコンテンツに対する対話的な検索も
実現した．

研究成果の概要（英文）：In this project, we proposed a method to estimate search user's intention, 
context and profile by monitoring user's behaviors such as eye movements and mouse movements and so on. 
In addition, we proposed a method to encourage users to re-rank search results by providing more 
interesting terms extracted from Q&A contents. Furthermore, we also proposed a method to search 
multimedia content interactively.

研究分野： ヒューマンコンピュータインタラクション

キーワード： サーチインタラクション　再検索　再ランキング
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 

膨大な情報がウェブ上に溢れている現代に
おいて，各種の検索サービスは人が情報を得
るツールとして必要不可欠なものとなって
きている．ユーザは検索サービスを利用する
ことで，テキストのみならず画像や商品など
各種の情報を探すことができる． 

ユーザが検索を行う際，ユーザは検索開始時
に思い浮かべている検索意図 Ifや，ユーザや
周辺のコンテキスト Ic，ユーザの好みや知識
背景などのプロファイル Ip など膨大な情報
に基づきキーワード群であるクエリ Iq を作
り，検索システムに伝えている．検索サービ
スは膨大なアーカイブ Iaから検索結果 Irを選
びユーザに提示する（図 1）． 

 

図 1. 従来の検索のインタラクション 

 

ここである情報 I の情報量を Qt(I)とすると
き，(Qt(If)+Qt(Ic)+Qt(Ip))>>Qt(Iq)<Qt(Ir)<<Qt(Ia)

である．この情報量の関係はユーザと検索サ
ービスを隔てる大きな谷を表しており，この
谷は検索を難しくしている理由の一つであ
る．一方，検索における過度の商業化による
悪質な SEO 技術の横行などにより，
PageRank などの情報評価手法の信頼性が揺
らいでいる．これは，検索結果のランキング
が検索サービスのランキング手法に依存し
ておりユーザが自身の意図または視点で検
索結果をランキングできないことが大きな
要因である． 

そこで我々は，ユーザと検索サービスの間の
橋渡しをすることで，コミュニケーションの
谷の問題を解決する．ここでは，インタラク
ション技術により双方が少しずつ歩み寄る
ことで，情報検索を効率化する．実際には，
ユーザの意図に基づくダイナミックな再ラ
ンキングおよび再サーチと，検索における再
ランキングと再サーチを支援する押し付け
でない魅力的な情報提示手法を確立する（図
2）． 

クエリログに基づく検索意図推定の研究は
多数なされているが，ユーザの意図の多様性
を無視しており十分ではない．また，プロフ
ァイルやコンテキストに基づく情報推薦の
研究もなされているが，どのようにしてそう
した情報を収集するのかという点が欠けて
いる．本申請で提案する意図やプロファイル，
コンテキストを動的に引き出す手法はこの
問題を解決するものである． 

 

図 2. 提案するインタラクション 

 

なお，我々の実施した情報検索に関する調査
によると，検索の動機は多様であり，半数以
上の人が通常検索結果の上位 5件程度しか見
ていなかった．また，23.2%の人がランキン
グに不満を抱いており，18.7%のユーザが企
業が検索エンジン会社に支払った額がラン
キングに影響していると考えていた．さらに，
多くの人が自身の意図により検索結果の再
ランキングを行いたいと答えていた．一方，
Ryen らのクエリログに関する調査によると，
「“”」や「 -」，「site:」などを利用できる
Advanced User はわずか 8.7％にすぎないこ
とがわかっている．つまり，一般的なユーザ
でも手軽に利用できるようにするため，十分
にインタラクションについて考慮する必要
がある． 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は，情報検索におけるユーザの
検索意図やコンテキスト，プロファイルを，
押しつけでないインタラクションにより引
き出しつつ，検索結果をダイナミックに再ラ
ンキング，再サーチする次世代の情報検索手
法を実現することである．また，検索意図の
や検索意図の移り変わりなどを行う仕組み，
オノマトペを検索に利用する方法，マルチメ
ディアコンテンツの検索についても取り組
む． 

 

３．研究の方法 

 
目は口ほどに物をいうと言うとおり，検索ユ
ーザの視線に色々な意図が現れている可能
性がある．そこでまず，検索ユーザの視線の
動きから検索ユーザの意図を推定し（図 3），
再ランキングまたは再検索を可能とするユ
ーザインタフェースを実現する．またその発
展として，ユーザの検索意図の変化がどのよ
うに変化しているのかということを視線の
動きやマウスの動き，検索で入力されたクエ
リなどから推定する手法を実現する（図 4）． 

 

図 3. 視線から検索意図を推定 



 
図 4. 検索時の行動からの意図推定 

 
一方，人の質問応答は，回答者を検索システ
ムととらえた時に，質問者と回答者の間は一
種の検索の対話であるといえる．ここでは，
質問者から提示される情報の中で足りない
ものを，回答者が要求したり，補足的な情報
を提示することによってさらなる情報を引
き出したりする．このような対話が質問応答
サイトには膨大に集まっているといえる．そ
こで，この質問応答サイトにおけるやりとり
から，検索ユーザの意図を引き出したり，補
足的な情報を提示する手法を実現する（図 5, 
6）． 

 
図 5. 質問応答サイトにおける質問者と回答

者のやりとり 
 

 

図 6. 検索を質問応答の結果で補助 
 
料理レシピ検索は欠かせないものになって
おり，Cookpad などの料理投稿・検索サイト
は多くの閲覧者を集めている．こうした料理
を検索する際には，明確にこの料理を作りた
いといった意図があることもあるが，何とな
くこんな感じのものを作りたいという明確
な意図が存在せず，曖昧に意図をもっている
ことが少なくない．こうした曖昧な事を表現
する際，日本人は「とろふわのオムライス」
や「パリパリしたパスタ」「モチモチした料
理」のように，しばしばオノマトペ（擬音語
や擬態語のこと）を利用している．そこで，
料理検索をしているユーザにオノマトペを
提示し，オノマトペを選択してもらうことに
よって検索結果の再ランキングを行い，何ら
かの料理にたどりつくことを支援する手法

を実現する（図 7）． 
 

 

図 7. オノマトペでの検索 

 
マルチメディアコンテンツの検索において
は，コンテンツ自体にテキスト情報が含まれ
ないため検索が困難であるという問題があ
る．そこでここでは，動画共有サイトにアッ
プロードされている膨大な動画の中から，動
画に付与されたコメントから動画の内容を
推定し,登場人物や動画に対する印象など,
ユーザの意図に沿った検索を可能とする仕
組みを実現する．また，楽曲動画に対して付
与されるべき印象タグを，楽曲の特徴量や歌
詞，コメントなどから推定することにより，
印象ベースでの検索を支援する仕組みを実
現する（図 8）．そうした結果の検証を行うた
め，500 曲の楽曲動画を対象とした音楽評価
データセットを構築する．  

 

図 8. 印象による検索の支援 
 
さらに，ウェブ検索だけでなく，これからの
将来必要となってくる，人の記憶の記録であ
る「主観写真ライフログ」の検索についても
取り組んでいる．このライフログの検索では，
ユーザの記憶がかなり曖昧であり，意図も言
語化することが難しいため検索は難しい（図
9）．そのため，こうした主観写真ライフログ
においても，ユーザの意図やコンテキスト，
プロファイルや検索意図の移り変わりなど
を，インタラクションにより引き出す手法が
重要となる．そこで，この研究では，時間と
空間，そして人間関係を考慮して関連情報及
び写真を提示することで，主観写真ライフロ
グを柔軟に検索可能とする仕組みを実現す
る． 
 



 

図 9. 主観写真ライフログ検索の難しさ 

 
４．研究成果 
 
視線による検索意図の推定では，視線検出装
置を利用してシステムを構築し，コンテンツ
内の単語の出現頻度と，ユーザが注目した単
語への滞留時間を考慮した手法を提案し，そ
の有効性について他の手法を実装して検討
を行った．その結果，図 10 のように nMGT と
いう提案手法（視線と語の出現頻度を正規化
し，掛け合わせる手法）が最も良い結果とな
った．また，本提案手法を実装し，視線を利
用した再ランキング・再検索を可能とした
（図 11）． 
 

 
図 10. 視線による意図推定精度 

 

 

図 11. 視線から推定された検索意図に基づ
く検索結果の再ランキング UI 

 
一方，検索行動におけるユーザの意図の変化
を推定するため，Boldi らの検索意図修正に
関する分類参考にして，Generalization，
Specialization， Parallel Move， Mission 
Change，Error Correction という 5 つの遷移
の推定を行った．その結果，5 種類の修正タ
イプに対して提案手法（ユーザの検索行動を
もとに機械学習によって分類器を構成する
手法）は，約 40%の精度で推定できることが

分かった．また，ページ中の周辺領域への注
目や広告情報への注目，検索クエリの長さと
いったものが有効に利用できることがわか
った．  
質問応答サイト上の大規模な対話コーパス
から，ユーザの検索意図をよりよく引き出す
手法を実現した．ここでは，ユーザの興味を
引く単語を提示する手法を実現することを
目的とし，「有名な観光地」や「美味しい和
菓子屋」といった修飾語付き観点を抽出する
手法を提案した（図 12）．また，その修飾語
付き観点に基づく再ランキング手法を実現
した．さらに，本提案手法の有用性を，旅行・
病気・買物・料理という 4ジャンルの検索タ
スクについて実験を行い，買物以外の検索タ
スクにおいてで提案手法がかなり有用であ
ることを明らかにした（図 13）． 

 
図 12. (a) 検索結果から頻度の高い語を抽出 

(b) QA から修飾語付き観点を抽出 

 

図 13. 旅行・病気・買物・料理のタスクにお
いて提案手法 QAが良い結果となっていた 

 
一方，オノマトペを利用して検索可能とする
ため，オノマトペロリを実現した（図 14）． 

 

図 14. オノマトペロリ 

 
初期バージョンのオノマトペロリでは，ユー
ザが入力したキーワードが含まれる検索結
果について，含まれているオノマトペを抽出
して頻度に応じて提示するものであった．し
かし，オノマトペが含まれない料理のレシピ
は多く，そのままでは検索できないことも多
かった．そこで，料理レシピに含まれる素材
や料理方法などからオノマトペ度合いを推



定し，そうしたオノマトペでの検索および再
ランキングを可能とする仕組みも実現した． 
なお，オノマトペの提示において重要となる
のは，オノマトペ同士の関係性である．オノ
マトペは様々なものが利用されているが，そ
のオノマトペと料理の味との関係性などは
明らかになっていない．そこで，オノマトペ
と味覚の要素の関係性を明らかにするため，
Crowd4U というマイクロボランティアの仕組
み（図 15）を利用し，252件のオノマトペ（ひ
らがな・カタカナ）について，「シャープな・
マイルドな」や「弾力のある・弾力のない」
「硬い・柔らかい」などのような 15 の表現
軸を設定し，10人以上に評価を行ってもらう
ことにより，オノマトペ味覚データセットを
構築した（図 16）． 

 

図 15. Crowd4U によるデータセット構築 

 

図 16. 味覚にまつわるオノマトペマップ 

 
さらに，こうしたオノマトペを利用した検索
の可能性を明らかにするために，オノマトペ
がどのように利用されているのかといった
調査も行った．これにより，利用されるオノ
マトペの地域性（しっかり，はっきり，じっ
くりなどの強意型オノマトペは関西で利用
される傾向が高いなど）や，オノマトペの時
間的変化なども明らかにすることが出来た
（図 17）．この仕組を利用することにより，
オノマトペを多用する地域からのアクセス

においては積極的にオノマトペを提示して
いくなどの方法が考えられる． 

  

図 17. (左)オノマトペの使用頻度 (右) 強意
型オノマトペ（しっかり，はっきり，じっく

りなど）の使用頻度の 
 
一方，マルチメディアコンテンツの検索の可
能性を明らかにするため，音楽連動動画の印
象評価に関するデータセットを構築した．こ
のデータセットでは，500 曲の動画について
8 種の印象評価軸を設定し，大規模な印象評
価データセットを構築している．またこの研
究より，印象に基づく検索においてどういっ
た要素が重要となるかということを明らか
にすることが出来た．また，マルチメディア
検索の一つとして，パーソナルアーカイブの
1 つである写真ライフログのユーザの意図や
コンテキスト，プロファイルを利用した再検
索手法では，時間や空間，人間的な関係性を
考慮して再検索・再ランキングを行っていき，
目的とする画像を探索可能とする仕組みを
実現した．また，長期的な運用により，数十
万枚レベルの主観写真ライフログに対して
問題なく利用できていることを明らかにし
た（図 18）． 

 

図 18. 人間関係の利用 
 
なお，これまでの研究の副次的な成果として，
情報検索において忘れられがちなユーザイ
ンタフェースという観点について世の中に
広く啓蒙するため，「失敗から学ぶユーザイ
ンタフェース～世界は BADUI（バッド・ユー
アイ）であふれている」という本を執筆およ
び出版した．ここでは，悪いユーザインタフ
ェースという点で，ウェブ上の困った検索シ
ステムの事例を示し，どこに問題があるのか，
そしてどういった点に注意するべきなのか
という点について詳しく説明を行った． 
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